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9 1'1に、新しくゼミ

のメンバーになった2

年生も含めてゼミ合宿

を行いました。当初は、

間企のi停でサーフィン

をする予定でしたが、

放射能などの影響も考

庖、し、いわきのハワイ

アンズへ行く こととな

りました。ハワイアン

ズでは、全員で楽しい

時間を過ごし、親交を

深めました.夜はBB

Qをし、新鮮な魚介類

などを美味しく頂きま

した。そのあとには奥本先生と共にお泌を交えて、

人生のためになる熱い話をたくさん聞きました。ゼ

ミのメンバーも自分の考えを自由に発言し合い、話

はヒートアップし、 mlまで絞きました。

学ぶときは全力で学び、 i笠ぶときは全力で遊ぶと

いったけじめをつけた活動を通し、私たちの併は深

まっていきます。今後の活動も楽しみです
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身 柄。七 ゼミ今までとこれ刊 なく OB川良くなれるの叩ゼミーの強

.U? • 1mけるのは貴重な機会だと思うので、在学生だけで

' 企業経営専攻中村陽人ゼミ3年金子 稜
みではないかと思っています。今年のオープンゼミ

私たち中村ゼミは創設5年目を迎えますが、今年 での経験をまた来年に生かし、新たなメンバーを迎

もまた新しく 2年生6人を迎えることができまし

た。新たなゼミ生を迎えるにあたってどのような方

針で募集するかを何度も先生とゼミ生の附

で作戦会議をして、プレゼンテーシヨンの

資料を作りオープンゼミに臨みました。ゼ

ミ生が来てくれるかどうかをずっと皆で心

配していたのでやる気のあふれる素lIi・fらし
い6人を迎えることができて一同胸をなで

おろしています。

この場をflitりて改めて宣伝させていただ
きますが中村ゼミはただ厳しいというだけ

ではありません。(周りからの評判はそう

なっているらしいです。)決して楽ではな

いけれども.学生のやる気ゃな欲を生かす

ことのできるゼミです。そうしたゼミ活動

の聞に指われる関係性は中村先生がゼミの

スローガンとして拘げる 「一生付き合える

ゼミメンバーJにふさわしいものが築かれ
ていくでしょう。今でもゼミのOBの方々

がよくイベントごとに遊びに来てくれま

す。私自身OBの方々から仕事の話などを

えることで中村ゼミのl罷史を丞ねていきたいです。

日 tj~のゼミ活動ではマーケテ ィングに閲する発表
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や論文検討で知識を深める こと、そしてプレゼン

テーションや発表資料作りの腕を防いています。自

分の発表に関して先YI1.方や先生から鋭い指摘や質Wd

もあるため、それに答えられるようにしっかりと地

附をして発表に臨んて'います。みんなでもわからな

いちょ っとしたことはすぐネットで調べて答えを出

したりして、和やかでありそして活発な ~rfl刷気で

日々沼田Jを行っています。

ゼミの 大イベン卜でもある夏合宿。今年は地元

の良さを見 1[Jそうということで飯板淵泉へ。 nìi~~jlや

美味しいご飯はみんなの勉強へのやる気を引きLHし

てくれました。恒例のテストは相変わらず難しく来

年こそはとリベンジを??っています。ir立終日は体育

館でスポーツをして汗を流しました。りj子とj，、に混

じってフットサルをする先生からはとても若さを感

じられま寸 。今年もまためりはりのあるとても楽し

いゼミ合市でした。

以後に2年生が入りますます活発的になってきた

私たち中村|場人ゼミはJ'Hiii門だけどのびのびとした

匁1111気でとても仲の良いゼミです。これからも日々

のゼミ前!日jで成長していき ゼミ生みんなで前にi且

んて'いきたいです。
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ムr..みノ戸 に知ってもらい、正確な的事日発信と本来の f県産品
{おむがマルシェ活動報告 のおいしさIの再認識をコ ンヒプ卜とし、8月30
国際地域経済専攻小山良太ゼミ3年 針生弘実

私たち小山ゼミナールでは、 )~災以前、地域コ ミュ

ニティーの同柿築、I出産地iMi'i!iリのli'(Olを目指して、

直 3!~ と 71 生rIïを .rtみ合わせたマルシエを企|出 ・ ill1 't~

してきた。 しかし 間，I;l~第一原発事故によるJjf( (力災

告のiJE轡により、侃，I;，jy;tのI12水産物は安全であると

いう前提が刷れてしまった。

私たちは~l災後、県産品の放射1'1 物質に対する現

行の検査体i!illなどを消費者に伝え、消費者が I~I ら、1'1 1

断して県~'rJ. ['d， を !llZ入できるよう、正しい十Ji判の発信

をするために活動してきた。ところが震災から2年

余りが経過し、情I~~j tll ~ i2i'iのI;2水 i'di物に対する~!担保l心

!日の明大が見受けられる。そこで、私たちはマルシエ

後も !:.~ ti'~の脱水 gif物の検査体i/ill をより多くの ìlHi i苦

311:1にlHなかマルンエを行った。

今回のマルシェでは、i品年度までのマルシェに来

場できなかった柄、特に(:1:'1::帰りの主|会人などf，'(;々

な方に来JJ;}してもらうために、初日は夕方から{主に

かけて、士、I!照的lこ2日目は、{タlil三よりも17lいH寺川，jil

にIJfHlHした。そのため広flll;r，1!1Jは、出勤する相会人

をターゲyトに':VJに宣伝を行った。

また、マルシェ当日はコンセプトにj，Eづき、正し

い .ti'i桜発 i言 、 m~ili'i [lij'lのおいしさを伝える学生企画を

実施した。具体的には、 JI史砲や水妨げ. li文身、}他物質

検査の峨子を盛り込んだドキュメントの政l決であっ

たり、 'UIi者と消費者の正しい羽!似Jを促進するため

のデモンス トレーション検校、生涯針と学生が直後

対話するファーマーズカフェと食レポ、オールtl;tPs. 


